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命と、自然死に近い天寿、この両者は、一緒で

はないと想います。つまり、長寿にこだわれば、

ご本人が望んだとおりには死ねないかもしれま

せん。また、いつまでも元気でありたいと、だ

れもが望みます。ですが、病気や怪我にいつ会

うことになってもおかしくありません。だから

こそ、人はいつも、だれかとつながっている安

心感、見守られている安心感、寄り添い・向き

合ってもらえる人がそばにいるという安心感を

得たいと願っています。 

　この沖縄で、住み慣れた町・村、住処・家で

の暮らしと共に、生き方・死に方について考え

てみましょう、というテーマが、この市民公開

講座、シンポジウムです。 

　当日は、三人の講師（シンポジスト）の方に

それぞれの立場で、老いと死について伝えてい

ただきます。 

　一人目の高橋泰氏は、大学院教授であり、医師

です。「フランス・インド・日本の老いと死」に

ついて伝えていただきます。また、生き方、死に

方をみつめつつ、インドで路上暮らしのひとびと

の死を間近に体験されてもおります。 

　二人目の講師、二ノ坂保喜氏は開業医です。

在宅死、とくにがん末期の方を含めて、日夜多く

の終末期ケア患者の看取りをされております。 

　在宅ホスピス患者の気持ちの中へいつも寄り

添っていらっしゃいますし、激務の中、バング

ラデッシュでの診療、ボランティア活動も毎夏

続けておられます。 

　三人目の中林梓氏は、医業経営コンサルタン

トとして、在宅医療と介護の経営の在り方を専

門家として見つめて来られた方です。 

もちろん、在宅医療の現場にも詳しい方で、ご

自身でもお父様とお義母様のお二人を自宅で看

取っておられます。 

　三人の講師（シンポジスト）の方のそれぞれ

の体験を通してのお話しと共に、会場へ足を運

んでくださった会員および市民の皆様と、生き

方と死に方、在宅医療のあり方など、気持ちそ

のままに話し合える機会を望んでおります。 

 

むすびに 
　くり返しになりますが、「看取り」とは、そ

の時、つまり息を引き取る最期の瞬間だけを意

味するのではないと想います。また、「ターミ

ナル（終末期）」とは、人生の最期の短い期間

を指し示すことでもないと想います。それは毎

日のふつうの暮らし、その暮らしの延長線上に

あるのではないでしょうか。また、“どう死ぬ

べきか”を、他者が決めつけるものではないと

云うこと、そのとおりだと想います。 

　本シンポジウムの主眼は、「どう死ぬべきか」

ではありません。それは、日々の暮らしの中で、

「どう老い、どう生きるか」への向き合い方、

ときに寄り添い方を、自身の気持ちの中で一瞬一

瞬をつむぐこと、そして、毎日のふつうの暮らし

の中でどう過ごしていくのかにあると想います。 

　こうした内容を、当日参加の市民の方、お一

人おひとりとシンポジストはもとより、参加の

医業経営コンサルタント、皆様と、一緒に考え

る機会（きっかけ）にしていただければ嬉しい

です。 

 

学会の参加方法は、当誌裏表紙をご確認ください 

テーマ：「自立型老後と自然死の勧め、人はどう老い、どう死ぬべきか」
日時：２０１２年１１月３日（土）１３：４５～１５：４５（１２０分間）
場所：沖縄かりゆしアーバンリゾート・ナハ
司会・座長 : 萩原　輝久（当協会会員、沖縄学会特別顧問・学術担当委員）

基調講演＆シンポジスト 
「フランス・インド・日本の老いと死～自立型老後と自然死の勧め～」
高橋　泰　先生（国際医療福祉大学大学院　教授　医療経営管理分野）

講演＆シンポジスト 
「在宅ホスピス～死と生に向き合うとき～」
ニノ坂保喜先生（にのさかクリニック　院長）

講演＆シンポジスト 
「在宅で死を看取って～医業経営コンサルタントから想うこと～」
中林　梓　先生（（株）ASK梓診療報酬研究所　所長）

萩原　輝久（はぎわら　てるひさ） 
沖縄大会実行委員会　特別顧問、学術担当委員 
公益社団法人日本医業経営コンサルタント協会 
広報委員会JAHMC担当副委員長 
福岡県支部副支部長 
 

すみか 

ひ　と 

中国・四国地区協議会　開催報告 
公益社団法人移行後、最初の支部広報連絡員会議もあわせて開催 

報告 

　本年度、第２回中国四国地区協議会が８月３日

に岡山全日空ホテルにて開催された。中国四国９

支部長、中国四国地区から選出された本部各委員

会の委員５名、顧問１名に本部広報委員会より２

名が出席した。 

　理事会、地区協議会代表連絡会議等の報告から、

各委員会報告まで情報の共有化と各支部意見交換

等、日本医業経営コンサルタント協会のあるべき

姿にむけ活発な協議が行われた。なかでも１０月

４日（木）に徳島で開催される「地域交流会」、１１月８日（木）に広島で開催される公益社団法人移行

記念セミナーの成功に向け、広域での広報活動の情報交換や地域が連携してセミナーを盛り上げてい

くことが確認された（開催概要は次項参照）。 

　あわせて公益社団法人移行後初めてとなる「平成２４年度中国四国地区支部広報連絡員会議」が開催

された。本部広報委員会より２名の委員が出席して、本部と支部広報活動の連携強化、機関誌ＪＡＨＭ

Ｃへの支部活動、支部会員のコンサルティング事例の情報提供の協力依頼の説明があり、機関誌ＪＡＨ

ＭＣ発行体制に対する要望等、意見交換が行われた。 

（広島県支部／本部広報委員　藤井　康彦） 

国際モダンホスピタルショウ2012 
ブース出展とプレゼンテーションセミナーを実施 

報告 

　本医業経営コンサルタント協会は７月１８日～２０日、

国際モダンホスピタルショウ２０１２においてブース出展

とプレゼンテーションセミナーを実施した。 

　１８日のセミナーでは、萩原輝久氏（（株）ヘルスケア

経営研究所　代表／認定登録 医業経営コンサルタント）

が「診療報酬・介護報酬同時改定の対応事例」として

改定のメッセージとポイントを踏まえた今後の対応に

ついて講演され、また、２０日のセミナーで高須和之氏（ケ

ルビム法律事務所　所長／協会会員）は「これでわか

った医療事故・クレーム対応事例」をテーマに医療事

故の初期対応とクレーム対応の重要性を元にした具体

的対応事例について解説された。展示ブースでは、協

会ＰＲ映像をはじめ公益社団法人移行告知や資格受験の

案内などでにぎわい、本部広報委員が対応した経営相

談ブースでも医療関係者が相談に訪れていた。（編集部） 
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